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40 年ほど前の日本の小学生は，アラブ人＝
大金持ちだと信じていた。当時人気の絶頂に
あったピンクレディーの大ヒット曲「ウォン
テッド」に，「ある時，アラブの大富豪」とい
う一節があったからである。第一次石油ショッ
クの記憶も鮮やかな頃であるから，アラブ→産
油国→大金持ち，という連想が多くの日本人に
共有されていたのであろう。

時は下って，２年ほど前に，関西のある大学
で，特に中東を専門としていない一般学生を
相手に「中東入門」的な講義をしたことがあ
る。その際，「中東」と聞いてまず浮かぶイメー
ジは，と聞いたら，「石油がいっぱい採れる」

「お金持ち」という答えが多かった。ピンクレ
ディーを知らない世代においても，
中東＝「産油国」「金持ち」とい
うイメージが健在であること
に驚いた。

もちろん，中東諸国といっ
ても，資源に恵まれず，それ
ゆえに金持ちでもない国々が
大半である。「白い布をかぶっ
た大富豪」がいるのは，中東のほ
んの一部，湾岸のアラブ系産油国だけ
だ。もっとも，一部の国を以て中東の代表と見
てしまう傾向は，日本に限ったことではない。
米国にとってはイスラエルとサウジ，英国に
とってはエジプトやヨルダン，イラクなど，フ
ランスにとってはレバノン，シリアとマグレブ
諸国などが「中東の代表選手」になっている。

ただし，これらの国々と中東の関係は，より
深く，かつ，複雑である。特に，欧州にとって
中東は，有史以来，連続不可分な存在といって
よい。欧州は，中東を自らの一部分とするとと
もに，自らも中東の一部を形成しているので
ある。Middle East とか Moyen-Orient という
言い方じたい，その距離感の近さを示すもので
ある。したがって，そういった歴史的背景のな

い日本が欧州諸国と同じ深度で中東問題を意識
し，理解できないことに対し，劣等感を持つ必
要はないであろう。もちろん，欧州諸国にとっ
ての中東問題の深刻さ，複雑さは理解するべき
であるが，それは，背景を異にする日本が全く
同じように悩み，対処しなければならないとい
うことではない。日本にとってはアジアにおけ
る地政学上の諸問題は複雑かつ深刻であるが，
欧州諸国が日本と同じように捉えているという
ことは全くないのだから。

しかし，このような日本と中東の関係にも，
急速に変化は訪れている。それを端的に表すの
が，直行の航空路の出現である。近年まで，中
東地域との往来は欧州経由であった。まず中東

よりずっと遠い西欧の空港に行き，
そこで乗り換えて，何時間もかけ

て数千キロ戻るという，ばかば
かしいほど迂遠なルートしか
なかった。日本と中東の関係
がタンカーの往来にほぼ尽き
ていた時代には，それもやむ

を得なかった。だが今日では，
日本からドバイやアブダビ，イス

タンブールなどに毎日何本も直行便が
出ており，中東との物理的な近さがようやく実
感できるようになった。日本人も，インフラか
ら食料品，医療サービスの輸出にいたるまで，
極めて多岐にわたるビジネスを中東で手掛ける
ようになった。事柄の性質上明るみに出ること
が少ないが，日本の病院でメディカルチェック
を受ける中東諸国の要路の方々も増えている。
欧州を経由しない直接のヒト，モノの流れが，
徐々にではあるが，日本人の中東観をより立体
的な，豊かなものにしつつある。
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